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研修の目的 

内水氾濫をシミュレーションする上で，下水道データは不可欠であるものの

全都市が十分なデータ整備状況であるとは言い難い．そうした問題を克服す

べく仮想下水道網の構築というアイデアが注目されてきている．本研修では

仮想下水道網研究の重要な先行研究を実施する研究グループに滞在し，彼ら

のアルゴリズムを深く理解するとともに，将来的に報告者らの独自手法との

連携を可能にするための意見交換を実施することを目的とする． 

研修の期間 2026 年 7 月 24 日～2026 年 9 月 16 日 

研修の実施先 

日程 滞在地 研修実施機関名等（指導教員名） 

2026 年 7 月 27 日～ 

2026 年 9 月 4 日 

ドレスデン 

（ドイツ） 

ドレスデン工科大学（Björn Helm

教授） 

研修の概要 

ドレスデン工科大学の博士課程の学生である Diego Novoa 氏らが開発した

O.G.FLUSH という GIS 上のプラグインについて，そのアルゴリズムや GUI

実装法について学ぶとともに，報告者らの開発した手法をプレゼンし，互い

の強みを活かした新たなツール開発に向けた議論・共同研究を実施する．ま

たドレスデンで近年起きた内水被害について現地調査を実施する． 

研修の成果等 

O.G.FLUSH における下水道構築について論文や GitHub 上では十分理解でき

なかった箇所を解説していただき，報告者らの手法との相違点を整理でき

た．さらに共通で課題と認識している複数排水所の扱いや，開水路形式の排

水路の扱いについて，今後どのように取り入れていくかを議論できた．近い

将来彼らのプラグインをより高度化・汎用化したものを共同で開発する予定

である． 

そ の 他 

※本海外研修経

験による将来

の抱負等 

研修により得られたものとして特筆するべきは，外国語でのコミュニケーシ

ョンの難しさであり，円滑に取れないもどかしさと悔しさである．研究の議

論では互いに話を聞く姿勢があるため，案外苦労はしない．一方で，それ以

外の日常的な部分，特に大人数での会話においてそのスピード感についてい

くことが難しい．しかもその研究以外のコミュニケーションこそが重要であ

ることを体感した．今回体得できた悔しさは決して風化させずに自分の中に

大切に保管して今後の糧にしていきたい． 

 


